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市政情報

令和2年度からスタートした「第6次鶴ヶ島市総合計画」。
市の将来像「しあわせ共感 安心のまち つるがしま」の
実現に向けた取組などをお知らせします！

しあわせ共感しあわせ共感
安心のまち安心のまち
つるがしまつるがしま
の実現に向けて
の実現に向けて

公園ワークショップを開催しました
令和5年度に整備を予定している公園予定地（敷地面
積2533㎡／若葉駅西口から徒歩5分）について、市民
の皆さんにご参加いただき、公園づくりに向けたワ
ークショップを開催しました。市としては初めての
試みです。
5月15日の第1回目は意見を出し合い、5月22日の第
2回目でグループごとに公園プランを作成しました。
最終回となった6月12日は、完成した公園プランを
グループごとに発表しました。この公園プランを参
考に、公園を整備します。
利用される方々のニーズを反映することで、愛着を
持って利用していただける公園づくりを目指します。

皆さんの意見を聴かせてください～鶴ヶ島駅周辺地区まちづくり構想の策定を進めています～ 

問合先　政策推進課政策担当

　
鶴
ヶ
島
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
構
想
の
策
定
に
向
け
て
、
①
説

明
会
、
②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ

び
③
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ま

ち
づ
く
り
構
想
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
説
明
会

　
鶴
ヶ
島
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す（
予
約
不
要
）。

日
時
　
８
月
21
日
㈰
　
14
時
～

場
所  

市
役
所
5
階
５
０
４
会
議
室

内
容
　
鶴
ヶ
島
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
の
概
要
、
鶴
ヶ
島
駅
周
辺

地
区
の
現
状
・
課
題
な
ど

（
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

動
画
で
配
信
し
ま
す
）

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
鶴
ヶ
島
駅
周
辺
地
区
の
現
状
・

課
題
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
す
。

対
象
　
地
域
住
民
、
地
域
団
体
お

よ
び
関
係
事
業
者
か
ら
30
人
程
度

（
全
3
回
に
参
加
可
能
な
方
）

応
募
方
法
　

8
月
2
日
㈫
か
ら
31

日
㈬
ま
で
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た

は
窓
口
で
申
込
み（
市
役
所
４
階

政
策
推
進
課
ま
た
は
南
市
民
セ
ン

タ
ー
）

※
　
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付

は
、
火
～
土
曜
日

場
所
　
南
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容（
全
３
回
予
定
）

【
１
回
目
】
９
月
11
日
㈰  

10
時
～
　

ま
ち
歩
き
を
行
い
、
地
区
を
取
り

巻
く
現
状
・
課
題
を
確
認

【
２
回
目
】
11
月
13
日
㈰  

10
時
～

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
整
備
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

【
３
回
目
】
令
和
５
年
１
月
15
日

㈰
　
10
時
～

具
体
的
な
方
策
、
重
点
的
な
取
組

な
ど
に
つ
い
て
検
討

③
ア
ン
ケ
ー
ト

　
鶴
ヶ
島
駅
周
辺
地
区
に
お
住
ま

い
で
、
満
16
歳
以
上
の
方
か
ら

２
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出

し
、
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
回
答
は
統
計

的
に
処
理
し
、
個
々
の
ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
を
公
表
し
た
り
、
調
査
の

目
的
以
外
に
使
用
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
期
間
　
８
月
中
旬
～
下
旬

調
査
方
法
　
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答

ワークショップ応募は
こちら
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鶴ヶ島市職員募集

問合先　人事課人事担当

都市計画変更案の縦覧のお知らせ

問合先　都市計画課都市計画担当

　
市
で
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日

付
け
で
採
用
予
定
の
市
職
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職（
事
務
）　
９
人
程
度

一
般
行
政
職（
土
木
）　
２
人
程
度

一
般
行
政
職（
福
祉
）　
１
人
程
度

一
般
行
政
職（
学
芸
員
）１
人
程
度

一
般
行
政
職（
障
害
者
対
象
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名

受
験
資
格
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
坂
戸
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に

あ
た
り
、
都
市
計
画
法
第
17
条
に

基
づ
く
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

縦
覧

内
容
　
３・４・８
号
共
栄
鶴
ヶ
丘

線（
①
）お
よ
び
３・４・６
号
富
士

見
通
線（
②
）の
変
更
案

期
間
　
８
月
４
日
㈭
～
18
日
㈭
８

時
30
分
～
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所
　
都
市
計
画
課
、
川
越
市
都

市
計
画
課
、
日
高
市
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出

対
象
　
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る

申
込
受
付
　
８
月
１
日
㈪
～
12
日

㈮申
込
方
法
　
人
事
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送

※
　
郵
送
は
申
込
期
間
内
必
着

第
１
次
試
験
日
　
９
月
18
日
㈰

※
　
採
用
試
験
案
内
、
申
込
書
類

は
市
役
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

詳細はこちら

方
、
利
害
関
係
の
あ
る
方
、
②
市

内
、
川
越
市
ま
た
は
日
高
市
に
住

所
を
有
す
る
方
、
利
害
関
係
の
あ

る
方

提
出
期
限
　
８
月
18
日
㈭

提
出
方
法
　
縦
覧
場
所
に
あ
る
所

定
の
様
式（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
場
所
に
直

接
ま
た
は
郵
送（
必
着
）に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所
　
①
都
市
計
画
課（
〒

３
５
０
―
２
２
９
２
住
所
不
要
）　

②
都
市
計
画
課
、
川
越
市
都
市
計

画
課
、
日
高
市
都
市
計
画
課

区画整理地内の保留地公売のお知らせ

問合先　区画整理課事業担当

　
坂
戸
都
市
計
画
事
業
一
本
松
土

地
区
画
整
理
事
業
地
内
お
よ
び
若

葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
の
宅
地（
保
留
地
）を
抽
選
で
公

売
し
ま
す
。

抽
選
参
加
申
込
み
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈪
～
10
月
17
日
㈪
８

時
30
分
～
17
時
15
分（
平
日
の
み
）

受
付
場
所
　
市
役
所
２
階
区
画
整

理
課

抽
選
日
　

11
月
14
日
㈪（
一
本
松
）

11
月
15
日
㈫（
若
葉
駅
西
口
）

抽
選
場
所
　
市
役
所
５
階
会
議
室

注
意
事
項
　
抽
選
参
加
を
申
し
込

む
方
は
、
書
類
の
提
出
な
ど
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
区
画
整
理
課
で
配
布

し
て
い
る
「
保
留
地
公
売
案
内
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一本松地区
番号 面積、公売価格など

① 約100㎡、440万1000円		
一本松駅から徒歩約8分

② 約154㎡、1122万6600円	
一本松駅から徒歩約5分

③ 約135㎡、965万2500円		
一本松駅から徒歩約5分

若葉駅西口地区
番号 面積、公売価格など

① 約100㎡、1730万円
若葉駅から徒歩約5分

② 約196㎡、3292万8000円	
若葉駅から徒歩約6分

③ 約234㎡、3954万6000円	
若葉駅から徒歩約4分

④ 約156㎡、2652万円					
若葉駅から徒歩約5分

⑤ 約263㎡、4471万円					
若葉駅から徒歩約4分

⑥ 約186㎡、3106万2000円
若葉駅から徒歩約5分

⑦ 約263㎡、4260万6000円	
若葉駅から徒歩約5分
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空き家バンクについて

問合先　都市計画課開発建築担当

　
市
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用
の

促
進
の
た
め
に
、（
公
社
）埼
玉
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
埼
玉
西
部

支
部
と
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
は
、
空

き
家
を
売
却
・
賃
貸
し
た
い
方
か

ら
登
録
を
受
け
た
物
件
情
報
を
、

宅
地
建
物
取
引
業
者
を
媒
介
し
空

き
家
を
購
入
・
賃
借
し
た
い
方
に

紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
ま
ず
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

「空き家」のご相談・困りごと

問合先　都市計画課開発建築担当

　
全
国
的
に
「
空
き
家
」
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
空
き
家
と
な
っ

て
か
ら
の
管
理
が
行
き
届
か
な
い

と
、
雑
草
や
庭
木
の
繁
茂
に
よ

り
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
空
き
家

周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
配

慮
し
、
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
空
き
家（
予
定
含
む
）に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見
回
り
・
雑
草
の
除
草
・
樹
木
の

伐
採
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は

　
市
で
は
、
空
き
家
の
適
正
な
管

理
の
促
進
の
た
め
に
、
空
き
家
の

管
理
に
つ
い
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー（
脚
折
１
５
６
２
―
21
）

☎
２
８
５・８
１
７
２

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

と
き
は

　
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
ご
利
用

下
さ
い
。

道路の測量に伴う立ち入りに 
ご協力ください

問合先　道路建設課道路管理担当

　
新
し
い
道
路
や
幅
が
広
が
っ
た

道
路
に
つ
い
て
、
道
路
の
台
帳
を

修
正
す
る
た
め
測
量
を
行
い
ま

す
。
こ
の
測
量
に
あ
た
っ
て
は
必

要
に
応
じ
て
、
私
有
地
に
立
ち
入

ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
市
委
託
の
測
量
業
者
が

私
有
地
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
必

ず
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

8月は「道路ふれあい月間」です

問合先　道路建設課道路管理担当

　
私
た
ち
が
普
段
何
げ
な
く
利
用

し
て
い
る
道
路
は
、
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

近
年
は
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
に

よ
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
自
転
車
愛
好
者
の
道
路
利

用
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
道
路
を
よ

り
安
心
、
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
次
の
事
項
を
守
り
、
道
路
の

正
し
い
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

○
道
路
上
に
樹
木
や
草
・
生
け
垣

な
ど
が
出
て
い
る
と
、
見
通
し
が

悪
く
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
大

変
危
険
で
す
。
土
地
所
有
者
は
必

要
に
応
じ
、
枝
の
せ
ん
定
・
草
刈

り
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
歩
道
や
路
肩
に
、
看
板・商
品・

自
転
車
・
自
動
車
な
ど
を
置
く
と
、

歩
行
者
や
緊
急
車
両（
救
急
車
・

消
防
車
な
ど
）の
通
行
の
妨
げ
と

な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
上
に
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク

が
あ
る
と
、
歩
行
者
や
自
転
車
の

転
倒
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。
歩

道
に
接
し
た
土
地
の
出
入
口
の
段

差
は
、
市
の
許
可
を
得
て
切
り
下

げ
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ら
、証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、

道
路
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

期
間

８
月
上
旬
～
令
和
５
年
１
月
20
日

㈮
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空き家バンクについて

問合先　都市計画課開発建築担当

　
市
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用
の

促
進
の
た
め
に
、（
公
社
）埼
玉
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
埼
玉
西
部

支
部
と
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
は
、
空

き
家
を
売
却
・
賃
貸
し
た
い
方
か

ら
登
録
を
受
け
た
物
件
情
報
を
、

宅
地
建
物
取
引
業
者
を
媒
介
し
空

き
家
を
購
入
・
賃
借
し
た
い
方
に

紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
ま
ず
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

「空き家」のご相談・困りごと

問合先　都市計画課開発建築担当

　
全
国
的
に
「
空
き
家
」
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
空
き
家
と
な
っ

て
か
ら
の
管
理
が
行
き
届
か
な
い

と
、
雑
草
や
庭
木
の
繁
茂
に
よ

り
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
空
き
家

周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
配

慮
し
、
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
空
き
家（
予
定
含
む
）に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見
回
り
・
雑
草
の
除
草
・
樹
木
の

伐
採
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は

　
市
で
は
、
空
き
家
の
適
正
な
管

理
の
促
進
の
た
め
に
、
空
き
家
の

管
理
に
つ
い
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー（
脚
折
１
５
６
２
―
21
）

☎
２
８
５・８
１
７
２

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

と
き
は

　
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
ご
利
用

下
さ
い
。

道路の測量に伴う立ち入りに 
ご協力ください

問合先　道路建設課道路管理担当

　
新
し
い
道
路
や
幅
が
広
が
っ
た

道
路
に
つ
い
て
、
道
路
の
台
帳
を

修
正
す
る
た
め
測
量
を
行
い
ま

す
。
こ
の
測
量
に
あ
た
っ
て
は
必

要
に
応
じ
て
、
私
有
地
に
立
ち
入

ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
市
委
託
の
測
量
業
者
が

私
有
地
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
必

ず
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

8月は「道路ふれあい月間」です

問合先　道路建設課道路管理担当

　
私
た
ち
が
普
段
何
げ
な
く
利
用

し
て
い
る
道
路
は
、
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

近
年
は
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
に

よ
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
自
転
車
愛
好
者
の
道
路
利

用
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
道
路
を
よ

り
安
心
、
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
次
の
事
項
を
守
り
、
道
路
の

正
し
い
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

○
道
路
上
に
樹
木
や
草
・
生
け
垣

な
ど
が
出
て
い
る
と
、
見
通
し
が

悪
く
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
大

変
危
険
で
す
。
土
地
所
有
者
は
必

要
に
応
じ
、
枝
の
せ
ん
定
・
草
刈

り
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
歩
道
や
路
肩
に
、
看
板・商
品・

自
転
車
・
自
動
車
な
ど
を
置
く
と
、

歩
行
者
や
緊
急
車
両（
救
急
車
・

消
防
車
な
ど
）の
通
行
の
妨
げ
と

な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
上
に
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク

が
あ
る
と
、
歩
行
者
や
自
転
車
の

転
倒
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。
歩

道
に
接
し
た
土
地
の
出
入
口
の
段

差
は
、
市
の
許
可
を
得
て
切
り
下

げ
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ら
、証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、

道
路
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

期
間

８
月
上
旬
～
令
和
５
年
１
月
20
日

㈮
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戦没者等遺族への特別弔慰金の申請受付

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

人権擁護委員を紹介します

問合先　総務人権推進課庶務人権担当

　
戦
没
者
等
遺
族
に
対
す
る
第

十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
令
和
２
年
４
月
１

日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
の
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
お
一
人
。
原
則
と
し
て

次
の
順
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

１
　
弔
慰
金
受
給
権
者

２
　
子

３
　
戦
没
者
な
ど
と
戦
没
当
時
に

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
当
時
に
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
、
令
和
２
年
４

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
そ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
の
人

権
を
守
る
た
め
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
る
人
権
に
関
す
る
問

題（
い
じ
め
、
虐
待
、
差
別
問
題

な
ど
）に
対
し
、
法
務
局
や
市
役

所
な
ど
で
人
権
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

が
変
わ
っ
て
い
る
方
、
遺
族
以
外

の
方
と
養
子
縁
組
し
て
い
る
方
は

除
か
れ
ま
す
）

４
　
右
記
の
３
以
外
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
　
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
以
内
の
親
族
で
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
時
ま
で
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方

支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間
　
令
和
５
年
３
月
31
日

※
　
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効

に
よ
り
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
、
お
手

続
き
く
だ
さ
い

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
５
人
い

ま
す
。

　
新あ
ら
い井
義よ
し
た
だ忠
さ
ん

　
根ね
ぎ
し岸
芳よ
し
こ子

さ
ん

　
宇う

つ

ぎ
津
木
和か
ず
み美
さ
ん

　
岸き
し
だ田

栄さ
か
えさ

ん

　
宮み
や
べ部

文あ
や
こ子

さ
ん

国民健康保険高額療養費の支給申請を簡素化します

問合先　保険年金課国民健康保険担当

特別児童扶養手当の 
所得状況届について
問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
該

当
月
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す

が
、
ご
希
望
に
よ
り
初
回
申
請
時

に
簡
素
化
の
手
続
き
を
す
る
こ
と

で
、
２
回
目
以
降
は
指
定
し
て
い

た
だ
い
た
口
座
に
自
動
的
に
振
り

込
み
ま
す
。

対
象

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
方

・
令
和
４
年
６
月
診
療
分(
も
し

く
は
令
和
４
年
８
月
発
送
分)
以

降
の
高
額
療
養
費
支
給
申
請
時
に

申
出
書
兼
同
意
書
を
提
出
し
た
方

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
８
月
中
に
所
得
状

況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
た
め
の
届
け
出
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月

分
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
支
給
停
止
中
の
方
も

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

初
回
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

１
　
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書

２
　
申
出
書
兼
同
意
書

３
　
振
込
を
希
望
す
る
口
座
の
通

帳※
　
１
、２
は
該
当
者
に
郵
送
し

ま
す

　
世
帯
主
の
変
更
や
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
が
発
生
し
た
場
合

は
、
簡
素
化
を
停
止
し
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
注
意
点
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
に
同
封
す
る
お
知

ら
せ
通
知
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

障
害
者
福
祉
課
の
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
８
月
26
日
㈮
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市政情報

１
　
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
教
育
訓
練

講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
終

了
後
に
受
講
料
の
一
部
を
支
給
し

ま
す（
要
相
談
）。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
次
の
①
か

ら
④
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方
、
②
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
方
、
③
過
去
に
自
立

支
援
教
育
訓
練
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
方
、
④
受
講
さ
れ
る
講

座
が
仕
事
に
必
要
な
方

対
象
講
座
　
雇
用
保
険
制
度
の
教

育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講

座※
　
講
座
一
覧
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

支
給
金
額
　
経
費
の
60
％
相
当
額

（
支
給
額
が
１
万
２
０
０
０
円
を

超
え
る
講
座
を
対
象
と
し
、
支
給

上
限
額
は
20
万
円
。
専
門
実
践
教

育
訓
練
給
付
金
の
指
定
教
育
講
座

を
受
講
す
る
方
は
［
20
万
円
×
修

業
年
数
］
が
上
限
）

２
　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
の
た
め
、１
年
以
上（
令

和
４
年
度
に
限
り
、６
か
月
以
上
）

養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す（
要
相
談
）。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
次
の
①
か

ら
④
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方
、
②
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
方
、
③
就
業
ま
た
は

育
児
と
、
修
業
と
の
両
立
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
方
、
④
過
去
に
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
受
給

し
て
い
な
い
方

対
象
資
格
　
看
護
師（
准
看
護
師
）

・
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
・
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
な
ど
の
国

家
資
格
、
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
認

定
資
格
、
Ｌ
Ｐ
Ｉ
認
定
資
格
な
ど

デ
ジ
タ
ル
分
野
な
ど
の
民
間
資
格

支
給
金
額
　
①
訓
練
促
進
給
付
金

（
修
業
期
間
中（
上
限
48
か
月
）に

給
付
）毎
月
７
万
５
０
０
円（
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
毎

月
10
万
円
）。
最
終
学
年
在
籍
時

は
、
毎
月
11
万
５
０
０
円（
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
毎
月

14
万
円
）、
②
修
了
支
援
金（
養

成
機
関
を
終
了
し
た
際
に
給
付
）

２
万
５
０
０
０
円（
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
は
５
万
円
） 

ひとり親自立支援給付金について  

問合先　こども支援課子育て支援担当

全国一斉情報伝達訓練を行います

問合先　危機管理課防災危機管理担当

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
回
、
国
の
主
導
に
よ
り
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
・
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
す
。

ひとり親家庭への医療費助成・手当について

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
や
、
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
対
象
児
童
の
属
す
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
ま
た
は
準
ず
る
家
族

（
所
得
制
限
あ
り
）

期
間
　
対
象
児
童
が
18
歳（
一
定

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
）に

達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月

31
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
保
険
診

療
の
一
部
負
担
金
を
助
成
し
ま
す

（
医
療
保
険
加
入
者
が
対
象
）。

児
童
扶
養
手
当

　
子
ど
も
の
人
数
や
所
得
な
ど
に

応
じ
た
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方（
手
当
支
給
停
止
中
の

方
を
含
む
）は
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
、
年
１

回
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
11
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
手
続
き
が
必
要
な
方

に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、
８
月
中
に
こ
ど
も
支
援

課
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時
　
８
月
10
日
㈬
11
時
頃

放
送
内
容
　「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。（
繰
り
返
し
３
回
）こ
ち
ら
は
、

防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。（
チ
ャ

イ
ム
音
）」

※
　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す



13	 Tsurugashima　2022.8

市政情報

１
　
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
教
育
訓
練

講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
終

了
後
に
受
講
料
の
一
部
を
支
給
し

ま
す（
要
相
談
）。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
次
の
①
か

ら
④
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方
、
②
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
方
、
③
過
去
に
自
立

支
援
教
育
訓
練
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
方
、
④
受
講
さ
れ
る
講

座
が
仕
事
に
必
要
な
方

対
象
講
座
　
雇
用
保
険
制
度
の
教

育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講

座※
　
講
座
一
覧
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

支
給
金
額
　
経
費
の
60
％
相
当
額

（
支
給
額
が
１
万
２
０
０
０
円
を

超
え
る
講
座
を
対
象
と
し
、
支
給

上
限
額
は
20
万
円
。
専
門
実
践
教

育
訓
練
給
付
金
の
指
定
教
育
講
座

を
受
講
す
る
方
は
［
20
万
円
×
修

業
年
数
］
が
上
限
）

２
　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
の
た
め
、１
年
以
上（
令

和
４
年
度
に
限
り
、６
か
月
以
上
）

養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す（
要
相
談
）。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
次
の
①
か

ら
④
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方
、
②
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
方
、
③
就
業
ま
た
は

育
児
と
、
修
業
と
の
両
立
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
方
、
④
過
去
に
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
受
給

し
て
い
な
い
方

対
象
資
格
　
看
護
師（
准
看
護
師
）

・
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
・
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
な
ど
の
国

家
資
格
、
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
認

定
資
格
、
Ｌ
Ｐ
Ｉ
認
定
資
格
な
ど

デ
ジ
タ
ル
分
野
な
ど
の
民
間
資
格

支
給
金
額
　
①
訓
練
促
進
給
付
金

（
修
業
期
間
中（
上
限
48
か
月
）に

給
付
）毎
月
７
万
５
０
０
円（
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
毎

月
10
万
円
）。
最
終
学
年
在
籍
時

は
、
毎
月
11
万
５
０
０
円（
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
毎
月

14
万
円
）、
②
修
了
支
援
金（
養

成
機
関
を
終
了
し
た
際
に
給
付
）

２
万
５
０
０
０
円（
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
は
５
万
円
） 

ひとり親自立支援給付金について  

問合先　こども支援課子育て支援担当

全国一斉情報伝達訓練を行います

問合先　危機管理課防災危機管理担当

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
回
、
国
の
主
導
に
よ
り
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
・
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
す
。

ひとり親家庭への医療費助成・手当について

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
や
、
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
対
象
児
童
の
属
す
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
ま
た
は
準
ず
る
家
族

（
所
得
制
限
あ
り
）

期
間
　
対
象
児
童
が
18
歳（
一
定

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
）に

達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月

31
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
保
険
診

療
の
一
部
負
担
金
を
助
成
し
ま
す

（
医
療
保
険
加
入
者
が
対
象
）。

児
童
扶
養
手
当

　
子
ど
も
の
人
数
や
所
得
な
ど
に

応
じ
た
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方（
手
当
支
給
停
止
中
の

方
を
含
む
）は
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
、
年
１

回
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
11
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
手
続
き
が
必
要
な
方

に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、
８
月
中
に
こ
ど
も
支
援

課
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時
　
８
月
10
日
㈬
11
時
頃

放
送
内
容
　「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。（
繰
り
返
し
３
回
）こ
ち
ら
は
、

防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。（
チ
ャ

イ
ム
音
）」

※
　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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生理用品を配布します

問合先　女性センター☎287・4755

インクカートリッジの里帰りを応援しよう

問合先　生活環境課環境推進担当

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
経
済
的

理
由
な
ど
に
よ
り
生
理
用
品
の
購

入
が
困
難
な
女
性
を
支
援
す
る
た

め
、
生
理
用
品
を
無
料
で
配
布
し

ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
者
で
生
理
用
品

の
購
入
が
困
難
な
女
性

日
時
　
８
月
２
日
㈫
～

配
布
個
数
　
１
人
１
セ
ッ
ト（
昼

用
１
パ
ッ
ク
32
個
入
り
・
夜
用
１

パ
ッ
ク
15
個
入
り
）

配
布
窓
口
　
女
性
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
福
祉
政
策
課
窓
口

配
布
日
時
　
女
性
セ
ン
タ
ー
　
火

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
の
再
利
用
に
向
け
た
５
Ｒ（
※
）

の
普
及
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
む
観
点
か
ら
、
プ
リ
ン
タ
ー

メ
ー
カ
ー
が
主
催
す
る
「
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
家
庭
用

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
庭

に
使
用
済
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
来
庁
の
際

に
お
持
ち
い
た
だ
き
身
近
な
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

～
土
曜
日
、
福
祉
政
策
課
　
月
～

金
曜
日
９
時
～
17
時

配
布
方
法
　
配
布
窓
口
に
設
置
し

て
い
る
「
配
布
カ
ー
ド
」
ま
た
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
画
面
を
職
員
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

市HPはこちら

対
象
メ
ー
カ
ー
　
ブ
ラ
ザ
ー
、
キ

ヤ
ノ
ン
、
エ
プ
ソ
ン
、
日
本
Ｈ
Ｐ

※
　「
５
Ｒ
」
…Refuse

（
リ
フ

ュ
ー
ズ 

ご
み
に
な
る
も
の
は
受

け
取
り
拒
否
）、Reduce

（
リ
デ

ュ
ー
ス
　
ご
み
の
発
生
抑
制
）、

Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
　
再
使
用
）、

Repair

（
リ
ペ
ア
ー
　
修
理
し
使

う
）、Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
　

再
生
利
用
）の
総
称

テレビ・パソコンなどの処分方法について

問合先　生活環境課環境推進担当

　
特
定
家
庭
用
機
器（
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）に
つ
い

て
は
、
ご
み
集
積
所
に
は
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
買
っ
た
お
店
ま
た
は
、
買
い
替

え
る
お
店
へ
相
談
し
、処
分
す
る
。

②
自
分
で
指
定
引
取
場
所
へ
持
ち

込
む
。

・
郵
便
局
で｢
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券｣

を
購
入
し
ま
す（
廃
棄
物
１

台
に
付
き「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」

は
１
枚
）。

・
指
定
引
取
場
所（
※
）に
連
絡
し
、

搬
入
受
付
日
時
を
確
認
し
搬
入
し

ま
す
。

③
業
者
へ
引
き
取
り
に
来
て
も
ら

う
。

・
②
と
同
様
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
を
購
入
し
ま
す
。 

・
特
定
家
庭
用
機
器
取
扱
い
の
業

者（
※
）へ
依
頼
し
ま
す
。

※
　
令
和
４
年
度
版
ご
み
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
７
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
特
定
家

庭
用
機
器
取
扱
い
の
業
者
一
覧
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
料
金
は
、

依
頼
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
㈶
家
電

製
品
協
会
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ

ン
タ
ー
に
電
話（
☎
０
１
２
０・３

１
９
６
４
０
）、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
局
に
あ
る
備
え
付
け

の
冊
子
「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
一
覧

表
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
料
金
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
パ
ソ
コ
ン
は
、
ご
み
集
積
所
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
分
解
し
て
川
角
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ん
で
も
、
受

け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。
パ
ソ

コ
ン
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
各

メ
ー
カ
ー
の
窓
口
に
依
頼
す
る

か
、
メ
ー
カ
ー
が
不
明
の
場
合
は

「
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会（
☎

０
３・
５
２
８
２・
７
６
８
５
）」

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
１
月
頃
に
「
処

理
困
難
物
一
斉
有
料
回
収
」
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
は

無
料
で
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市HPはこちら
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ふるさと納税などの寄附の活用 

問合先　産業振興課商工労政担当

　
令
和
３
年
度
に
、
市
内
外

の
皆
さ
ん
か
ら
５
７
２
６
件
、

２
億
２
９
３
２
万
４
８
２
４
円
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
令
和
３
年
度
は
、「
寄
附
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
か
ら
の

繰
入
金
２
億
３
５
０
０
万
円
を
充

当
し
、
様
々
な
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
寄
附
金
の
活
用
予
定

（
主
な
も
の
）

・
民
間
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
の
運
営
支
援

・
小
中
学
校
図
書
館
図
書
の
整
備

・
中
学
校
の
部
活
動
へ
の
支
援

・
地
域
支
え
合
い
協
議
会
の
活
動

支
援

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
開
催
支

援・
環
境
保
全
の
推
進

・
公
園
遊
具
の
整
備
・
修
繕
お
よ

び
公
園
・
緑
地
な
ど
の
適
切
な
維

持
管
理

・
高
倉
獅
子
舞
の
開
催
支
援

・
自
治
会
の
運
営
支
援

・
空
き
店
舗
へ
の
転
入
事
業
者
支

援
な
ど

令和3年度の寄附受入の状況 
寄附金活用の指定メニュー 件数 寄附額

未来を担う子どもたちを応援する事業 3121 1億2468万円

地域で支え合う健康・福祉のまちづくりのための事業 591 2134万4036円

身近な緑の保全と地球温暖化防止のための事業 835 3152万5000円

文化・芸術活動を振興するための事業　 385 1677万円

活力に満ちたまちづくりのための事業 772 3266万円

指定なし 22 234万5788円

合　　計 5726 2億2932万4824円

うち　ふるさと納税分 5719 2億2503万円

令和3年度の寄附の活用実績 
事業名 事業費 充当額 内容

未来を担う子どもたちを応援する事業 3億1858万4000円 1億2200万円 民間保育所などの運営支援、中
学校の部活動の支援など

地域で支え合う健康・福祉のまちづく
りのための事業 5121万円 2000万円 地域支え合い協議会の活動支

援、健康づくり運動の普及など

身近な緑の保全と地球温暖化防止のた
めの事業 2億3967万8000円 3300万円

公園・緑地などの適切な維持管
理、小中学校体育館のLED照明
の導入など

文化・芸術活動を振興するための事業 2億2372万1000円 2500万円
小中学校の図書館図書の充実、
指定文化財の保存保護および適
正な維持管理など

活力に満ちたまちづくりのための事業 4630万1000円 3100万円 シルバー人材センターの運営支
援、自治会の運営支援など

市長が使途を指定する事業 1918万4000円 400万円 学校における法的諸問題の相談
対応など

合　　計 8億9867万8000円 2億3500万円
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ふるさと納税などの寄附の活用 

問合先　産業振興課商工労政担当

　
令
和
３
年
度
に
、
市
内
外

の
皆
さ
ん
か
ら
５
７
２
６
件
、

２
億
２
９
３
２
万
４
８
２
４
円
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
令
和
３
年
度
は
、「
寄
附
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
か
ら
の

繰
入
金
２
億
３
５
０
０
万
円
を
充

当
し
、
様
々
な
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
寄
附
金
の
活
用
予
定

（
主
な
も
の
）

・
民
間
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
の
運
営
支
援

・
小
中
学
校
図
書
館
図
書
の
整
備

・
中
学
校
の
部
活
動
へ
の
支
援

・
地
域
支
え
合
い
協
議
会
の
活
動

支
援

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
開
催
支

援・
環
境
保
全
の
推
進

・
公
園
遊
具
の
整
備
・
修
繕
お
よ

び
公
園
・
緑
地
な
ど
の
適
切
な
維

持
管
理

・
高
倉
獅
子
舞
の
開
催
支
援

・
自
治
会
の
運
営
支
援

・
空
き
店
舗
へ
の
転
入
事
業
者
支

援
な
ど

令和3年度の寄附受入の状況 
寄附金活用の指定メニュー 件数 寄附額

未来を担う子どもたちを応援する事業 3121 1億2468万円

地域で支え合う健康・福祉のまちづくりのための事業 591 2134万4036円

身近な緑の保全と地球温暖化防止のための事業 835 3152万5000円

文化・芸術活動を振興するための事業　 385 1677万円

活力に満ちたまちづくりのための事業 772 3266万円

指定なし 22 234万5788円

合　　計 5726 2億2932万4824円

うち　ふるさと納税分 5719 2億2503万円

令和3年度の寄附の活用実績 
事業名 事業費 充当額 内容

未来を担う子どもたちを応援する事業 3億1858万4000円 1億2200万円 民間保育所などの運営支援、中
学校の部活動の支援など

地域で支え合う健康・福祉のまちづく
りのための事業 5121万円 2000万円 地域支え合い協議会の活動支

援、健康づくり運動の普及など

身近な緑の保全と地球温暖化防止のた
めの事業 2億3967万8000円 3300万円

公園・緑地などの適切な維持管
理、小中学校体育館のLED照明
の導入など

文化・芸術活動を振興するための事業 2億2372万1000円 2500万円
小中学校の図書館図書の充実、
指定文化財の保存保護および適
正な維持管理など

活力に満ちたまちづくりのための事業 4630万1000円 3100万円 シルバー人材センターの運営支
援、自治会の運営支援など

市長が使途を指定する事業 1918万4000円 400万円 学校における法的諸問題の相談
対応など

合　　計 8億9867万8000円 2億3500万円




